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解決に向けた視点

要因は？

デジタルアーカイブ活用シンドローム問題

DA関係者が「DA活用」が課題と提起
しながら現実に活用がされない

作ることが目的化（知識施し型モデル）

足を運ぶ資料館になるには？

レジーム(慣習的制度・意識)の壁

学習者中心の学習環境モデルづくり



ＤＡ環境、普通は

たとえば「国立国会図書館」

DAサイトで
検索・閲覧

通常は施設
を素通り DAサイト

どこにあるのか？
どんなところなのか？
どう利用するのか？

対象は膨大でも
探究は「地元地域」を
フィールドに



藤本蚕業歴史館、開設して15年経過

•長野県上田市、「蚕都上田」、全国一の蚕種製造の地

•蚕種製造企業「藤本蚕業」(1908年～、後に藤本工
業)の社屋２階に開設された私立文書館兼展示施設

•2009年開設、しかし施設自体が「使われない」



資料館をハイブリッドアーカイブ化
リアルとバーチャル並立、相互補完型DX

今後の学習DX実現
化モデルとして提案



「藤本蚕業歴史館」の課題

•施設自体、殆ど認知されていない

•わざわざ訪問して利用する上での制約

– 閲覧時間は限られる→殆ど閲覧できない

– 詳細に利用しようと思えばデジタルで記録する

•利用頻度が増えた場合、人的負担の限界

•精通している人でもよくわからない
分類体系と設置場所の照合がしにくい

•長くデジタルアーカイブ化に未着手

藤本蚕業プロジェクト立上げ 2022年度から



知識循環型社会に応えるメディア環境
提供型アーカイブから循環型アーカイブへ

デジタルコモンズ(デジタルな知識・情報源のコモンズ)
知識を循環できるメディア環境とコモンズ

雲上の世界
（クラウドサービス）

リアルな社会
(地域と皆さん)



藤本蚕業歴史館を学習に役立つ施設に

地域デジタルコモンズクラウドサービス
d-commons.netを開発し包摂的に支援

•地域デジタルアーカイブ構築の支援

•地域学習/地域づくり活動の支援

– 市民参加型サイト/アーカイブ、地域/学校連携

•主体的学習/探究学習の支援

– 地域〇〇探検隊、キュレーション型学習モデル

•教員/デジタルアーキビスト人材育成の支援



藤本蚕業歴史館の特異性

•蚕種製造業の生きた一次資料がふんだんにある

•悉皆(しっかい)資料：多様な探究ニーズに応え
る一次資料群がふんだんにある

•地元の人たちが足を運ぶアクセス拠点になる



藤本蚕業歴史館ビフォーアフター
デジタルアーカイブ化による多価値の可視化

歴史研究者による価値づけ（ビフォー）
→学生・市民目線での価値の掘り起こし

発見する醍醐味（一次資料の価値）＝アフター

デジタル資料
現物資料のデジタル化

学生・市民目線
だから見える



藤本蚕業史料２万点：悉皆資料の魅力

「藤本蚕業史料の魅力は何と言ってもその膨大な一次資料に
あります。それによりさまざまな分野で関心を発掘することが可
能です。たとえば歴史に興味のある子どもたちは歴史の教科
書にない史料を見ることができます。また歴史以外の多角的な
視点から史料を見つめることもできます。（ゼミ学生のコメント）

蚕都上田
地元をひもとく

大正時代の
女性のファッション

大正時代の
大学入試過去問

百年前の北海道
地図(碁盤の目)



リアルアーカイブ「藤本蚕業歴史館」

•閲覧環境の改善 閲覧コーナー、WI-FI環境

•見学・説明しやすい展示環境

•資料閲覧をデジタルツインで利用しやすく

•デジタルアーカイブ化が活用である
→ どのように？



館内の構造（ビフォー）



館内の様子（アフター）



リアル施設の利用形態
閲覧 見学

デジタル撮影型閲覧 学習会



『藤本蚕業デジタルコモンズ』
2022年、サイト構築ネット公開

•史料目録、資料アーカイブ、館内ウォークで構成

•d-commons.netを構築・運営に適用

https://d-commons.net/fujimoto-dc/

https://d-commons.net/fujimoto-dc/


『藤本蚕業史料目録』

•『史料目録』(2009年)を底本にデータベース化

https://d-commons.net/fujimoto-index/

https://d-commons.net/fujimoto-index/


『藤本蚕業アーカイブ』

•デジタル化した資料をネット公開

https://d-commons.net/fujimoto-arch/

https://d-commons.net/fujimoto-index/


デジタルツイン「館内ウォーク」

教室や自宅からいつ
でも館内に入れる

そこに資料館がある（探究ニーズに応える）
自分の探究をアウトプット＝学習成果もアーカイブ化



書庫を開いて自宅から見たい資料にアクセス

デジタルツイン化→自宅・学校から入館・史料利用



課題解決デザイン
施設空間のデジタルツインデザイン

リアル空間 バーチャル空間

デジタル
ツイン化



資料館(開架)での一般的なアクセス方法
あの辺りにあれがある

•空間的見取り図が情報空間認知を支える

•書庫にカテゴリ空間をマッピング

•空間を自由に歩き回れることが主体的アクセスの支援



デジタルツイン空間の展示パネル



デジタルツイン化の技術的解決

•所蔵資料の目録化とデジタル化

•DAサイトの構築・運用 d-commons.net適用
– 史料目録(資料データベース)＋デジタル資料アーカイブ

•デジタルツイン空間の作成 Matterport適用
– 館内撮影は学生が撮影し約２時間で完了

•書庫と資料とのマッピング SVG適用

Matterport

SVG
d-commons.net (参加型アーカイブ)

SVG:Scalable Vector Graphics

連結



藤本蚕業歴史館の活用に向けた学習支援実践

•デジタルアーキビスト養成講座・ワークショップ開催
– 2022 デジタルアーキビスト養成講座(全国から受講)約50名受講

– 2023 デジタル化ワークショップ（デジタルツイン講座） 約20名受講

•見学会・共同閲覧日の運営

•オンラインによる「史料を見合おう会」

•学校で地域学習との連携 地域学習＋３Dによる可視化

– 小中高大生・市民(生涯学習)、参加型サイトとの連動

オンライン「史料を見合おう会」 地元高校生の地域フィールド学習



ハイブリッドアーカイブのまとめ・評価

•ハイブリッドアーカイブ、若い世代の反応がよい

– 提供型アーカイブの限界

– 循環型アーカイブ実現のメディア環境モデル

– 「探究学習」とのマッチングのよさ

– ３Dは地域を知る入口→若い世代がアーキビストに

– 「探究学習」の実践モデルを広げる

•全国の「地域アーカイブ課題」の解決策に

– 弱小の施設・地域ほど解決が求められるケース

– 構築が容易、計画から実装（ストップ丸投げ）

•今後の課題

– ハイブリッドアーカイブの普及支援（実装手段とテキスト）

– 課題解決に困っている施設・地域の課題解決サポート


	スライド番号 1
	デジタルアーカイブ活用シンドローム問題
	ＤＡ環境、普通は
	藤本蚕業歴史館、開設して15年経過
	資料館をハイブリッドアーカイブ化�リアルとバーチャル並立、相互補完型DX
	「藤本蚕業歴史館」の課題
	知識循環型社会に応えるメディア環境�提供型アーカイブから循環型アーカイブへ
	藤本蚕業歴史館を学習に役立つ施設に
	藤本蚕業歴史館の特異性
	藤本蚕業歴史館ビフォーアフター�デジタルアーカイブ化による多価値の可視化
	藤本蚕業史料２万点：悉皆資料の魅力
	リアルアーカイブ「藤本蚕業歴史館」
	館内の構造（ビフォー）
	館内の様子（アフター）
	リアル施設の利用形態
	『藤本蚕業デジタルコモンズ』�2022年、サイト構築ネット公開
	『藤本蚕業史料目録』
	『藤本蚕業アーカイブ』
	デジタルツイン「館内ウォーク」
	書庫を開いて自宅から見たい資料にアクセス
	課題解決デザイン�施設空間のデジタルツインデザイン
	資料館(開架)での一般的なアクセス方法�あの辺りにあれがある
	デジタルツイン空間の展示パネル
	デジタルツイン化の技術的解決
	藤本蚕業歴史館の活用に向けた学習支援実践
	ハイブリッドアーカイブのまとめ・評価

